
 

東北大学大学院文学研究科比較文化史学 

東北アジア研究センター（中国文化） 

オープンキャンパス

史料展覧会 

香るむかしのタイムカプセル 
会場：川内北キャンパス川北合同研究棟１F 比較文化史学臨時研究室（一名；三日天下室） 

展示期間：2010 年 7 月 28 日（水）〈10:00～16:00〉・29 日（木）〈10:00～14:30〉 

TEL:022-795-6244 

ホームページ：http://eapub.cneas.tohoku.ac.jp/hikakubunkashigaku/ 

見学自由 

案内：比較文化史学は、大学院文学研究科に設置されていますが、文学部にはありません。しかし、

大学入学後、東アジアの様々な史料や文献、又はロシア・シベリアの文書などを利用して東アジア世

界や東ロシアや極東のことを知りたいと考える高校生、大学院入学を目指す大学生を主な対象とし

て、今回のオープンキャンパスにあわせて、自主的に参加してみました。比較文化史学の教員は、東

北アジア研究センターに所属し、文学研究科を兼任していますので、オープンキャンパスは川内南キ

ャンパスではなく、東北アジア研究センターのある川内北キャンパスで開催しています。 
 
概要：むかしの人が残した“本物”の歴史・文化・芸術・宗教史料、文献、作品を通して、東アジア

から東ヨーロッパ世界の社会や人々の特色、個性などを考えることを研究室の目標としています。 

そのため、中国・日本・韓国からベトナムやイギリス、フランス、ロシアなど歴史的資料を展示して

います。これらはすべて比較文化史学研究室にあり、東北大学の人々もほとんど知らない幻の資料で

す。東北大学に入ると、一年生の時から、このような資料を使った授業を受講することになり、気持

ちは最先端の“古い古い”むかしにタイムスリップすることも出来るでしょう。 
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